
 
 

 
 

２０１8  SUPER  FORMULA 
JMS P.MU / CERUMO・INGING Race Report 

第 4 戦 富士スピードウェイ  

◆ 7 月 7 日 (土)  < 予選 > 天候：曇り～雨 ｜ コース状況：ウェット 

＃１ 石浦 宏明 3 位 ／ #２ 国本 雄資 8 位 
 

全日本スーパーフォーミュラ選手権の第4戦が富士ス

ピードウェイで開催された。7 日に行われた公式予選

では、不安定なコンディションの中でも、JMS P.MU

／CERUMO･INGING は 2 台揃って Q3 に進出。石

浦宏明が 3位、国本雄資は 8位となった。 

 
 

 全 7 戦で争われるスーパーフォーミュラも、今大会で折り返し地点を迎えることとなった。全国的に豪雨の
ニュースも流れている週末だが、金曜日の富士スピードウェイは午後になると雨もそれほど降らず、練習走行
の終盤にはスリックタイヤを使うマシンも現れるほどにコンディションが回復。しかし再び夜半には雨風が強
まったことから、予選日午前のフリー走行はウェットコンディションで始まり、そこからまた回復していくと
いう、路面状況の定まらない状態が終日続いていくことになった。 
 
 スーパーフォーミュラの公式予選前に行われたF3レ
ースはドライコンディションだったが、予選が始まる、
まさに直前に僅かに降雨。レインタイヤの使用が許され
るウェット宣言が出されたものの、Q1は全車ミディア
ムコンパウンドのスリックタイヤでコースインしてい
った。 
 1 セット目のタイヤで、石浦が 1 分 24 秒 451 で暫
定 6番手、国本が 1分 24 秒 510 で暫定 7番手でいっ
たんピットイン。2セット目にタイヤを履き替え、残り
時間が 8 分を切ったところで続々とコースインしていったが、各車が計測ラップに入るところで再度雨が降り
出した。すぐに雨足は弱まったものの、コースコンディションの回復は望めず、これ以上のタイムアップが見
込めない状況になり、そのままセッション終了。コンディションの悪化に備えて早めにタイムを出していたJMS 
P.MU／CERUMO･INGING の 2 台は、揃って Q2に駒を進めることとなった。 
 



 
 

 
 
 Q2 ではスタート前に再び雨が降り出したが、路面状況はレインタイヤかスリックタイヤかの判断が非常に難
しいコンディションになり、14 台中、7台がレインタイヤ、7台がスリックタイヤという半々の選択となった。
石浦と国本はレインタイヤで走り出すも、コースインラップで路面状況を確認するとすぐにピットに戻りスリ
ックタイヤに交換。僅かな時間しか無い中で国本が渾身のアタックを見せ、1 分 23 秒 200 をマークしトップ
で Q3 進出を果たす。続いて石浦も 1分 23 秒 641 で 4 番手のタイムを出し、2台揃って Q3 進出となった。 
 
 予測のつかない展開に緊張感が続くピットから、Q3は 2台ともスリックタイヤを選択しコースへ出ていく。
しかし、それと同時にまたもや雨がコースを濡らしていった。予選 3 セッションの中では一番雨量が多く、ス
リックタイヤで出ていったドライバーたちはすぐさまピットイン。チームは国本、石浦の順でタイヤを交換し
再びコースへ送り出すが、残り時間から計算すると 2台ともにアタックのチャンスはわずか 1度。まずは、先
にアタックに入った国本が 1分 40 秒 738 で暫定 4番手につける。そして、コースコンディションがどんどん
悪化していき、これ以上のタイムアップが難しいという空気が流れるなか、石浦が 1 度しかないチャンスをも
のにする流石の走りで 1分 38 秒 786 を記録しトップタイムを塗り替えた。しかしその後、2周目のアタック
チャンスを得ていた 2台が石浦のタイムを上回り、最終的に石浦は 3番手、国本は 8番手となった。今日のこ
の難しいコンディションを乗り切って、予選上位に着けた 2 台。昨年も優勝を果たした得意とする富士で、明
日の決勝は 2台揃っての上位進出、表彰台を狙う。 
 
 

ドライバー／#1 石浦 宏明 
「今日の予選は非常に判断が難しいセッションが続きました。
コンディションを予測しようにも、コースに出てみないと本
当に分からないという状況で、その中では臨機応変に対応で
きたかなと思います。2 台揃って Q3 に進めたのは、チーム
の判断もすごく良かったのだと思います。Q3ではタイヤを履
き替えるタイミングが遅くなってしまい、“計測 1 周しかでき
ない”と無線で伝えられて、とにかくその 1 周に賭けました。

できる限りのことをした結果が 3 番手ということです。勝負は明日だと思っているので、ここから前を狙っ
て頑張ります」 
 
 ドライバー／#2 国本 雄資 
「難しいコンディションの中で、Q2ではミスなく、うまくア
タックできたと思っています。明日に向けて、周りの状況が読
めるような予選ではなかったので、明日の朝走ってみないと何
も分からないです。ただ、こういう難しい状況の中で Q3に残
れたことは、実力なのかたまたまなのかは分かりませんがポジ
ティブなことだと思っています。上位進出もできる位置だと思
うので、明日はミスなくトラブルなく走って、たくさんポイン
トを獲っていきたいと思います」 



 
 

 
 

監督／立川 祐路 
「今日はウェットなのかドライなのか、タイヤの判断が難しい
ところもあり、周りの様子も見ながらセッションを進めていき
ました。予測のつかない天候の中で、2台とも Q3 に進められ
たのは良かったと思います。Q3 は少し時間が足りず、石浦は
もう 1 周しかアタックができない中で頑張ってタイムを出し
てくれました。国本はウェットに対して若干苦しんでいるよう
なので、そのあたりが最後の結果に出てしまったかなと思いま

す。明日に向けては、どのクルマもドライのセットアップは煮詰まっていないでしょうから、決勝までにいか
に合わせこめるか。それ次第ではいつもよりオーバーテイクのチャンスも生まれるかもしれません。うまくレ
ースを戦っていきたいと思います」 
 
 総監督／浜島 裕英 
「出ていくタイミングで結果が大きく変わる。そういう予選
でしたね。石浦は計測 2 周ができず、タイヤの温まりが十分
でなかったところで 3 番手になりました。2 人とも 1 周しか
できない中で非常に頑張ってくれました。ここは比較的オー
バーテイクもできるサーキットですし、戦略面も駆使して明
日は追い上げていきたいと思います」 

 

 

 

【正式予選結果】(上位 10 台抜粋) 

Pos. No. Driver Type Car Q3 Q2 Q1 

1 3 ニック・キャシディ TOYOTA R14A ORIENTALBIO KONDO SF14 1’38.098 1’23.568 1’24.564 

2 16 山本 尚貴 Honda HR-417E TEAM MUGEN SF14 1’38.289 1’24.197 1’24.181 

3 1 石浦 宏明 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14 1’38.786 1’23.641 1’24.451 

4 36 中嶋 一貴 TOYOTA R14A VANTELIN KOWA TOM’S SF14 1’38.840 1’24.046 1’24.753 

5 17 塚越 広大 Honda HR-417E REAL SF14 1’38.927 1’24.037 1’24.879 

6 19 関口 雄飛 TOYOTA R14A ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14 1’39.049 1’24.358 1’23.954 

7 20 平川 亮 TOYOTA R14A ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14 1’40.032 1’23.328 1’24.230 

8 2 国本 雄資 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14 1’40.738 1’23.200 1’24.510 

9 37 ジェームス・ロシター TOYOTA R14A VANTELIN KOWA TOM’S SF14  1’24.397 1’24.732 

10 6 松下 信治 Honda HR-417E DOCOMO DANDELION M6Y SF14  1’24.436 1’24.266 

 


